日本から世界へ
伝統と革新
自然と文化の持続



From Japan to the world
tradition and innovation
Sustaining nature and culture










この地域のお茶は、日本政府の登録認証機関であるECOCERTとＩＮＦＲＣから有機ＪＡＳ認証を受けた茶園と製茶工場で作られています。
世界水準の安全性と味を評価され、欧米にも輸出されています。
また、この地域のお茶づくりが、豊かな自然と、そこで営む文化的生活を支える原動力になっています。

有機認証: ECOCERT による 120508-001 / 国際自然農法研究センターによる 2010M-6

Haruno,Shizuoka,Japan

富士山を有するお茶の名産地静岡。街から遠く離れた山里にある春野町の標高400m付近で栽培した高品質有機茶。日本の伝統的製法の「蒸す」煎茶を百年以上作っている地域です。
2004年から地域一帯で有機茶栽培に取り組み、2022年時点で、静岡県の有機茶栽培地の約10%を占めています。
有機茶栽培への取り組みは、飲む方々の健康のため、また自然環境を保全し次世代に繋げていくため始まりました。まだ有機茶栽培の方法が確立していない頃から試行錯誤のしていった結果、現在は世界水準の有機茶産地として「伝統」と「革新」により持続可能な生産を可能にしています。
